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ドキュメント（ユーザマニュアル）
ソフトウェアに関する情報をユーザに提供する文書
- 開発者がソフトウェアの機能説明，使用法などを記述

ソフトウェアの更新に伴いドキュメントも更新される
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ドキュメントの例1

1. https://spark.apache.org/docs/latest/ml-clustering.html



コードとドキュメントの不整合
ドキュメントの更新が遅れるor忘れられることがある
- コードとドキュメントが明示的に対応付けられておらず，
開発者が更新すべきドキュメントを見逃してしまうため

問題
- ドキュメント参照者に間違った情報を与えてしまう[1]
- ソフトウェアの品質低下 [2]
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＜/＞

＜/＞

：ソースコード

：ドキュメント ソースコードを変更したが，
ドキュメントに古い情報が残っている

＜/＞

：潜在的な対応関係

[1] Mira Kajko-Mattsson. 2005. A survey of documentation practice within corrective maintenance. Empirical Software Engineering 10, 1 (2005), 31‒55.
[2] David Lorge Parnas. 1994. Software aging. In Proceedings of International Conference on Software Engineering. 279‒287.



先行研究[?]

目的｜ソースコードとドキュメントの明示的な紐付け
- 空間的観点｜コードエレメントを用いた単純マッチング
- 時間的観点｜更新タイミングの時間的近接性

コードエレメント
- 変数名，関数名などのコードに関係する単語
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コードエレメント
SPARK_DAEMON_MEMORY
SPARK_DAEMON_JAVA_OPTS

SPARK_DAEMON_CLASSPATH
SPARK_PUBLIC_DNS
SPARK_HISTORY_OPTS

・
・
・

正規表現に
より抽出



先行研究｜アプローチ
- 空間的観点
• ソースコードとドキュメントで共通するコードエレメントの個数 or 
種類に基づき順位づけをおこなう

- 時間的観点
• ソースコードの更新から一定期間内にドキュメントが更新される確率
に基づき順位付けをおこなう
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＜/＞

ソースコードから
コードエレメントを
抽出しリストを作成

Step１

全てのドキュメントからリストに基づき
共通のコードエレメントをそれぞれ抽出

Step２

抽出した各ドキュメントのリスト
からコードエレメントの個数と種類で

順位付けをおこなう

Step３

Δt Δt Δt

doc1
doc2
code

t1 t2 t3

t1 t2 t3 確率
doc1 1 1 0 0.66
doc2 1 0 0 0.33



先行研究の課題
•共通するコードエレメントが無いと紐付けできない
- 先行研究のデータセットの約30%は共通するコードエレメ
ントを持たない

原因
- 同じ意味を持つ，類似する文章で記述されている

•ドキュメントとソースコード（コメント）を意味的
類似度に基づいて紐付けできるのでは
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本研究の目的とアプローチ
•目的
- ソースコードとドキュメントの紐付け手法の構築

•アプローチ
- ソースコードをコードブロックとコードコメントに分割
- ドキュメントを見出しごとに分割
- それぞれベクトル化し，類似度を計算
- 類似する部分が一つ以上あれば紐付け
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今後の予定
•背景，課題，アプローチをしっかりと固める

•正解集合の作成
- ソースコードとドキュメントを明示的に紐づける
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